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  海上入出港業務については、現在はＮＡＣＣＳパッケージソフトにて業務の提供を行う。 
ＮＡＣＣＳパッケージソフトでは、申請の項目数が多いことや、ユーザインターフェースの機能の 
制約があるため、次期システムでは、ＮＡＣＣＳパッケージソフトとは別にＷｅｂインターフェース 
による提供を行う。 
（以下の画面は、Ｗｅｂインターフェース（入出港業務）イメージ） 

Ｗｅｂ 
インターフェース 

ログイン画面 

Ｗｅｂ提供業務（予定） 
 
・ 現行内航船業務（ＪＰＴ業務等（Ｊ業務）） 
・ 現行外航船業務（ＶＴＸ０１業務等） 
・ 港湾管理者業務（ファイル申請業務等（Ｋ業務）） 
 
  ※パッケージソフトでは外航船業務（Ａ業務）、およびファイル申請業務のみ提供する。 

1. Ｗｅｂインターフェースにおける入出港業務 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 
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 作成中の申請情報を一時的に保存する機能を提供します。保存したデータは、申請（業務） 
単位での呼び出しを可能とする。なお、一時保存の保存期間は１０日間とする。 
（以下の画面は、一時保存イメージ） 

TPC、CPCについて
はWebNACCSで申請
を行うためリンクを設
ける。 

一時保存一覧 

検索条件入力 

検索結果 

呼出 

一時保存番号 

書類番号 

船舶コード 

船舶名称 

送信年月日（自） 

送信年月日（至） 

申請状態 

(前方一致検索) 

(前方一致検索) 

(前方一致検索) 

▽ 
リセット 検索 

書類名称 ▽ 

区分 内航 外航 

戻る 削除 

選択 入港前統一申請番号 書類番号 書類名称 申請状態 

◀ ▶ 

⦿ HM27010000000100 1234511111 
 

危険物荷役許可申請 送信（受信） 

○ HM27010000000200 123452222 
 

危険物荷役許可申請 回答（許可） 

○ HM27010000000300 123453333 
 

停泊場所指定願 回答（許可） 

係留施設使用許可申請 

保存して戻る 保存 戻る 個別送信 

作成中の一時保存をする場合、
「保存」を押下する。 

一時保存された情報を検索画
面より呼出し、再入力後、送
信を行う。 

1. Ｗｅｂインターフェースにおける入出港業務 

▶ 主な機能：一時保存 
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帳票の提供方法について、画面上でリンク等をクリックすることにより、ＰＤＦ化された帳票
を出力する。 

（以下の画面は、帳票出力イメージ） 

印刷ボタンを押下すると、印刷
イメージの画面が表示される。 
印刷ボタンを押下すると、印刷
イメージの画面（ＰＤＦ）が表
示される。 

Ｗｅｂ画面 印刷プレビュー 

1. Ｗｅｂインターフェースにおける入出港業務 

▶ 主な機能：帳票出力 
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   関連項目（港コード・施設コード等）の一覧参照ボタンを押下することで、コード検索を 
容易に行うことが可能となる。 
（以下の画面は、コード検索イメージ） 
 

コード検索対象（予定） 
・ 国コード一覧 
・ 港コード一覧 
・ 船種コード一覧 
・ 施設コード一覧 
・ 危険物数量単位コード一覧 
・ 危険物積付位置コード一覧 
・ 職名コード一覧 
・ 保安措置コード一覧 

・ 保安参考事項コード一覧 
・ 港内航路一覧 
・ 海域航路・航路区間一覧 
・ 通貨単位コード一覧 
・ 減免・還付理由一覧 
・ 旅客乗降用施設一覧 
・ ひき船一覧 
・ 給水施設一覧 
 

・ 荷役機械一覧 
・ 上屋・荷さばき地・野積場一覧 
・ コンテナ用電源施設一覧 
 

1. Ｗｅｂインターフェースにおける入出港業務 

▶ 主な機能：コード検索 
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▶ 現行仕様 

 入港前統一申請業務は入港前に必要な申請がまとめてできる業務である。しかし法務省（乗員上陸許可支援システム）向けの 
手続きは入港通報のみが対象であり、「乗員上陸許可申請（ＣＲＷ０３）」業務は入港前統一申請業務と共通の入力項目が多いが 
別業務で申請する必要がある。 

 乗員上陸許可支援システムとの情報連携を行いＣＲＷ０３業務にて送付している乗員上陸許可申請（近傍上陸、乗換上陸、数次 
上陸）を、入港前統一申請業務で送信可能となるように、 ＣＲＷ０３業務を入港前統一申請業務に統合する。 
また、統合に伴い入港前統一申請業務に、近傍上陸／乗換上陸／数次上陸関連項目を追加する。 

【変更点１】 
対象手続に、「乗員上陸許可申請（近傍上陸／乗換上
陸／数次上陸）」を追加 
チェックが入った場合に限り、乗員上陸許可支援シス
テム向けに申請が送付される。 

【変更点２】 
乗員上陸許可申請用のタブを追加 

ＶＰＸ業務 

【変更点２】 
乗員上陸許可申請用のタブを追加 
ＣＲＷ０３業務では、三つのタブに分けて
いたが、ＶＰＸ業務で項目数が少ないとい
う事もあり、一つのタブにまとめる方向と
する。 

ＣＲＷ０３業務 

統合 

【変更点３】 
●入港前統一申請業務等に下記の項目を追加 
 
・「船舶運航者名」、「入港港名」 
・乗員情報関連項目：「身分証明書有効期限」 
・近傍上陸関連項目：「港コード」,「上陸期間」等 
・乗換上陸関連項目：「乗り組むべき船舶または航空機」等 
・数次上陸関連項目：「出発国コード」,「通過経路港コード」等 
  
● 乗組員情報登録業務等に下記の項目を追加 
  
・乗員情報関連項目に「身分証明書有効期限」 

２．乗員上陸許可支援システムとＮＡＣＣＳの情報連携 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 

6 



 現行の「入出港届等照会（ＩＶＳ）」業務は、ＮＡＣＣＳ側のＤＢの情報を照会しており、「申請状態確認（Ｊ
ＳＳ）」業務は、港湾サブシステム側のＤＢの情報を照会している。そのため、情報を照会する際に二つの業務を
行う必要がある。また、乗員上陸許可申請の情報を照会する際には、「届出申請一覧呼出し（ＣＲＷ０１）」業務、
および「届出申請情報照会（ＣＲＷ０２）」業務を行う必要がある。 

1. ＪＳＳ業務、ＣＲＷ０１業務、およびＣＲＷ０２業務を廃止し、ＩＶＳ業務に統合する。 
 

2. 新しい照会種別を新設し、外航船の入港前統一申請、入港届等、出港届等、移動届の申請状態を一覧に 
  出力する。(※８ページ参照) 
 
3. 申請情報を呼び出す場合、一覧に表示された申請先を押下することにより、呼出し業務を実施できるように 
  する。 (※９ページ参照) 

 
4. 一覧上で各申請の状況を表示する。なお、入国管理局向けの申請については、乗員上陸許可支援システムにて

審査されたステータスを補完し、それ以外の申請については、各官側の業務にて回答された状況を表示する。
また、申請の状況については、色を分けて表示させるようにする。(※１０ページ参照) 
 

5. Ｗｅｂインターフェース、パッケージソフト相互の照会を可能とする。ただし、港湾管理者業務・内航船業務
はパッケージソフトでの提供が無くなることから、Ｗｅｂインターフェースでのみ照会可能とする。 

３．照会業務の機能拡充 

▶ 現行仕様 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 
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ＩＶＳ業務にて、照会種別「Ｇ１：届出申請一覧」を新設する。 
一覧に表示された申請番号を押下することにより、再度ＩＶＳ業務にて個別照会ができるようにする。 
なお、内航船・港湾管理者業務の情報は対象外とする。 
（以下、画面イメージ） 

新規区分追加 

検索条件の追加 
 

ＩＶＳ・ＪＳＳ・ＣＲＷ
０１より必要と思われる
検索条件とする。 

 
   ・船舶コード 
   ・船舶名称 
   ・港コード 
   ・送信年月日（自） 
   ・送信年月日（至） 
   ・出入港（予定）年月日 
   ・申請状態 

ＩＶＳ業務 

Ｇ１
照会 

XXXXXXXXX 申請中 港湾管理者 

結果が一覧にて表示される。
その際に、番号がリンク形式
となっているため、右クリッ
クにて業務リンクを選択する
と業務リンク機能により、再
度ＩＶＳ業務にて個別照会が
実施される。 

ＩＶＳ業務の照会が自動で 
実施される。なお、対象は 
Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１、Ｅ１
照会となる。 

申請番号 

申請済 入国管理局 XXXXXXXXX 

３．照会業務の機能拡充 
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申請情報を呼び出す場合、一覧に表示された申請先を押下することにより、呼出し業務（業務リンク）を実施できる
ようにする。なお、Ｗｅｂインターフェース（内航船・港湾管理者業務）の情報は対象外とする。 
（以下、画面イメージ） 

ＩＶＳ業務 

Ｇ１ 
照会 

XXXXXXXXX 申請中 港湾管理者 

結果が一覧にて表示される。
その際に、申請先がリンク形
式となっているため、右ク
リックで業務リンクを開くと、
各申請の呼出し業務ができる。 

申請番号 

申請済 入国管理局 XXXXXXXXX 
ＶＰＸ１１ 
ＶＩＸ１１ 
ＶＯＸ１１ 

ＶＰＸ１１業務 

XXXXXX 

ＶＰＸ業務 

３．照会業務の機能拡充 

9 



 照会業務の照会種別「Ｇ１：届出申請一覧」で各申請の状況を表示する。 
その際、入国管理局向けの申請については、乗員上陸許可支援システムにて審査されたステータスを照会可能とし、 
それ以外の申請についても、各官側の業務にて回答された状況を表示する。 
（以下、画面イメージ） 
 
ＩＶＳ業務 

Ｇ１ 
照会 

XXXXXXXXX 申請中 港湾管理者 
申請番号 

申請済 入国管理局 XXXXXXXXX 

審査状態 
回答（受理） 
審査済 

各書類の状況に応じて 
色を分けて表示する。 

３．照会業務の機能拡充 
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手続名 提出先 
検疫通報 検疫所 
入港通報 検疫所 
入港届（明告書を含む） 検疫所 
保障契約情報 地方運輸局 

現行のＫＦＴ業務の提出先である港湾管理者に加え、新たにファイル添付機能が可能となる手続き、および 
提出先は以下の通りとなる。 

 シングルウィンドウ入出港手続きにおいて、添付業務である「ファイル申請（ＫＦＴ）」業務で指定できる 
宛先は、港湾管理者のみである。 

ＫＦＴ業務の申請書類へのファイル添付機能で指定できる宛先について、検疫所、地方運輸局を追加する。 

４．シングルウィンドウ業務における添付業務の仕組みの提供 

▶ 現行仕様 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 
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 現在入出港に関係する番号体系については、以下の通りとなっている。 
業務を実施した際に、ＮＡＣＣＳで払い出される番号が３種類、書類単位に払い出される番号が複数存在しており、 
分かりにくい状況となっている。 

民利用者・官利用者側にて統一的な番号をＮＡＣＣＳで払い出すよう変更する。 

ＮＡＣＣＳにて払い出される番号 
外航船・港湾管理者業務(11桁) 
 

12345678 9 00 
(数字8桁+チェックデジット1桁+訂正時の枝番) 

ＮＡＣＣＳにて払い出される番号 
内航船業務(11桁) 
 

J1234567 9 00 
(J+数字7桁+チェックデジット1桁+訂正時の枝番) 

ＮＡＣＣＳで払い出される番号_外航船(11桁) 
 
12345678 9 00 
(数字8桁+チェックデジット1桁+訂正時の枝番) 

ＮＡＣＣＳで払い出される番号_内航船(11桁) 
 
J1234567 9 00 
(J+数字7桁+チェックデジット1桁+訂正時の枝番) 

ＮＡＣＣＳで払い出される番号_港湾管理者業務(11桁) 
 
K12345678 00 
(K+連番数字8桁+訂正時の枝番) 

受付番号(16桁) 
 
XXXXX 12345678 9 00 
(書類ごとの番号+左記のNACCSで払い出された各番号) 
 
(例：係留施設等使用許可申請  PA240 等) 書類番号(18桁) 

 
XXXXXXXX YYYY MM C 123 
(利用者コード+年+月+C+通番) 

乗員上陸許可支援システムで払い出される番号 
届出・申請書類管理番号(15桁) 
 
XXXXXX YY 1234567 
(英数字6桁+西暦2桁+数字7桁) 

※港湾管理者業務は外航船業務にて払出される番号へ統合する。 

５．書類番号の見直し 

▶ 現行仕様 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 
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 現行システムでは、入出港・港湾関連手続業務の画面において、官利用者と民利用者で出力内容やレイアウトが
異なる。 

 Ｗｅｂインターフェースの入出港・港湾関連手続業務の画面において、民利用者と官利用者で出力内容やレイア
ウトを合わせる。なお、ＮＡＣＣＳパッケージソフトについては、レイアウト変更が難しいことから現行通りとす
る。また、パッケージソフトで現行控え情報を出力しているものについては、出力を行う。 

項
番 出力情報名 業務コード 

1 係留施設使用許可申請控情報 ＶＰＸ 

2 入港届控情報（港湾管理者） ＶＩＸ 

3 入出港届控情報（港湾管理者） ＶＩＸ 

4 出港届控情報（港湾管理者） ＶＯＸ 

5 係留施設使用届控情報 ＶＰＸ 

6 停泊場所指定願控情報 ＶＰＸ 

7 移動許可申請控情報 ＶＰＸ 

項
番 出力情報名 業務コード 

8 危険物荷役許可申請控情報 ＶＰＸ 

9 事前通報控情報 ＶＰＸ,ＶＯＸ 

10 入港届控情報（港長） ＶＩＸ 

11 入出港届控情報（港長） ＶＩＸ 

12 出港届控情報（港長） ＶＯＸ 

13 移動届控情報 ＶＭＲ 

６．申請項目、出力情報等の見直し 

▶ 現行仕様 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 
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14 

寄港順序が１st（JPTYO）２nd（JPNGO）３rd（JPOSA） 
の場合 

ＶＴＸ０１業務において、 
１欄目にＪＰＴＹＯを登録。 
２欄目にＪＰＮＧＯを登録。 
３欄目にＪＰＯＳＡを登録。 

寄港順序を１st（JPTYO）２nd（JPOSA）３rd（JPNGO）
に訂正する場合 

VTX01業務において、 
１欄目にJPTYOを登録。 
２欄目にJPNGOを登録。 
3欄目にJPOSAを登録 

VTX01業務において、 
１欄目にJPTYOを登録。 
２欄目にJPNGOを登録。 
3欄目にJPOSAを登録 

実際の寄港順序と同じ形で、 
VTX01業務において訂正を
行う。 
１欄目にＪＰＴＹＯを登録。 
２欄目にＪＰＯＳＡに訂正。 
３欄目にＪＰＮＧＯに訂正。 

7. 入出港業務による寄港順序の入替を容易化 

▶ 現行仕様 

 現状、運航情報を訂正する場合は、ＶＴＸ０１に登録されている運航情報を書き換える必要がある。 
その際には、変更となる寄港順序をすべて書き換える必要があるため、容易に変更ができない状態となっている。 
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7. 入出港業務による寄港順序の入替を容易化 

寄港順序が１st（JPTYO）２nd（JPNGO）３rd（JPOSA） 
の場合 

寄港順序を１st（JPTYO）２nd（JPOSA）３rd（JPNGO）
に訂正する場合 

本邦寄港順序欄を設ける 
通常の登録時は、港の順番
通りに寄港順序の登録を行
う。 

本邦寄港順序欄を設ける 
通常の登録時は、港の順番
通りに寄港順序の登録を行
う。 

本邦寄港順序欄を設ける。 
通常の登録時は、港の順
番通りに寄港順序の登録
を行う。 

寄港順序を変更したい港に
ついて、寄港順序の欄に訂
正後の数字を入力すること
により、港情報がソートさ
れ登録される。 
※ 
ＪＰＮＧＯに寄港順序３を、 
ＪＰＯＳＡに寄港順序２を、
入力することにより、 
ＪＰＴＹＯ→ＪＰＯＳＡ→
ＪＰＮＧＯに変更される。 

▶ 第６次ＮＡＣＣＳにおける方針 

 本邦寄港順序を追加し、１から連番に入力することにより船舶運航情報に登録できるようにする。 
訂正において、寄港地を寄らずに港情報を初期化する場合が想定されるため、途中未入力欄のチェックは行わないもの
とする。また単一港の訂正は、寄港順序は訂正することが出来ないものとする。 



No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果 

1 入出港関連手続における 
呼出し機能の充実 

・船舶基本情報の登録以降、入港前統一申請～入港届等～出港届等まで、 
「入港前統一申請（ＶＰＸ）」、「入港届等（ＶＩＸ）」、 
「出港届等（ＶＯＸ）」業務で登録した情報については、 
「入港前統一申請B （ＶＰＴ）」、「入港届等B （ＶＩＴ）」、 
「出港届等B （ＶＯＴ）」業務で呼び出すことができない。 
 
・ＶＰＸ業務、ＶＩＸ業務、ＶＯＸ業務について呼出し業務がない。 

完了 
 
① ＶＰＸ、ＶＩＸ、ＶＯＸ業務等にて、事前に登録した情報
の呼び出しを可能とする業務を新設する。 
 
② Ｗｅｂインターフェースにて「船舶運航情報登録 
（ＶＴＸ０１）」業務等で登録した情報の呼出しを 
可能とする。 
 
③ Ｗｅｂインターフェース及びパッケージソフト間で入出港
情報の相互呼出しを可能とする。 
 
なお、次期においては、Ｖ●Ｔ業務等及びＪ●Ｔ業務等は 
Ｗｅｂインターフェースにより提供する。 

2  通知情報の集約 

 
現行システムでは、入出港業務において、ＮＡＣＣＳと港湾サブシステム
間の連携により、１業務の入力に対して複数の通知情報（処理結果通知、
格納通知、受信確認通知）を申請者宛てに出力している。 
 
<問題点>   
・ＮＡＣＣＳで正常終了しても、他の申請でエラーとなる可能性がある。 
 
・複数の処理結果通知・格納通知・受信確認通知が返却され、申請結果の
確認作業が煩雑になる。 
 
・港湾サブシステムでエラーとなった場合、エラーの申請のみを訂正・再
申請する必要があり、煩雑な運用になっている。 
 
 

完了 
 
次期システムでは、港湾サブシステムのＤＢや業務処理を 
ＮＡＣＣＳに統合することにより、格納通知、受信確認通知
を処理結果通知へ集約する。 

第11回WGにおいて、以下の検討事項について中間報告を実施した。 

8．第11回ＷＧ（中間取りまとめ）の結果報告について 
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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果 

3 １船当りの旅客数の拡大 １船舶コードで登録できる旅客数は最大3,000人ま
でしか登録できない。 

完了 
 
１船舶コードで登録できる旅客数を8,000人まで可能とするよう変
更する。 

4 「乗組員情報登録（ＶＴＸ０２）」業務等 
の入力項目の追加 

「乗組員情報登録（ＶＴＸ０２）」業務等に性別を
入力する項目がない。 
 

完了 
 
ＶＴＸ０２業務等に性別を任意項目として追加するよう変更する。 

5 保障契約書番号の桁数拡大 「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務における保障契
約書番号について、20桁を超える入力が出来ない。 

完了 
 
ＶＰＸ業務等における保障契約書番号について、桁数を30桁とする
よう変更する。 

6 保証契約情報の保障限度額における 
通貨コードの必須化 

「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務等において、保
障契約情報の保障限度額単位１,２の通貨コードを
任意としている。 

完了 
 
ＶＰＸ業務等において、保障契約情報の入力を以下の通り変更する。 
・保障限度額が入力された場合、保障限度額単位を必須とする。 
・保障限度額単位が入力された場合、保障限度額を必須とする。 
 

7 港長と港内管制信号所への同時申請の可能化 
「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務等において、申
請先の入力欄が１つしかないため、港長宛と港内管
制信号所宛の申請が同時にできない。 

完了 
 
・ＶＰＸ業務等において、港長宛と港内管制信号所宛の申請が同時
にできるよう、「港内管制信号所」欄を追加する。 
・前記の変更に伴い、ＩＶＳ業務に「港内管制信号所」欄を追加す
る。 

8 危険物の作業種別のチェック変更 

「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務等において、危
険物荷役許可申請と停泊場所指定願の届出を行う際
に「危険物の作業種別」として「ＬＬＯ：積込み」
を使用する事が出来ない。 

完了 
 
ＶＰＸ業務等において、危険物荷役許可申請と停泊場所指定願の届
出を行う際に「危険物の作業種別」として「ＬＬＯ：積込み」を使
用可能とする。 
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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果 

9 入国管理局宛ての乗組員情報における 
マニュアル扱い 

「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務等による入国管理局
への入港通報（予備審査情報）の際、乗組員情報処理識
別欄について、「システム」と「マニュアル」を選択で
きるが、入国管理局は「マニュアル」を受け付けていな
い。 

完了 
 
ＶＰＸ業務等による入国管理局への入港通報（予備審査情報）
の際、乗組員情報処理識別欄について、「マニュアル」にて送
信した場合はエラーとするように変更する。 

10 過去申請情報の参照 申請情報について、オンライン保存期間は30日となって
いる。 

完了 
 
オンライン保存期間を30日から60日に変更する。 

11 外航バース、内航バースチェックの追加 

「船舶運航情報登録（ＶＴＸ０１）」業務等において、
バースコードを入力する項目に対し、外航バースか内航
バースのチェックを行っていないため、出港届提出時に
エラーとなる。 

完了 
 
ＶＴＸ01業務等において、バースコードを入力する項目に対し、
使用可能なバースが入力されているかのチェックを追加する。
入力したバースコードが外航バースか、内航バースかを判断し、
内外航識別が内航の場合ワーニングとするよう変更する。 

12 乗員情報、旅客情報の入力方法の改善 
「乗組員情報登録（ＶＴＸ０２）」業務等において、 
乗員情報や旅客情報の途中行に空欄があると登録できな
い。 

完了 
 
ＶＴＸ０２業務等において、乗員情報や旅客情報に対し、途中
行に空欄があった場合であってもエラーとせず登録を行う。 
また、「旅客情報登録（ＶＴＸ０３）」業務において、1,500
人を超えたページまたがりの旅客情報の一部を削除した場合は、
旅客明細を繰り上げて登録する。 

13 次航海における旅客情報や船用品情報 
が無い場合への対応 

「旅客情報登録（ＶＴＸ０３）」業務及び、「船用品情
報登録（ＶＴＸ０４）」業務について、削除ができない。 

完了 
 
ＶＴＸ０３業務、ＶＴＸ０４業務について、削除できるよう 
変更する。 

14 危険物荷役許可情報の英語表記 
「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務等の港長宛の申請に
対する回答通知について、回答通知コードに対する内容
が一部日本語表記となっている。 

完了 
 
港長宛の申請に使用する回答通知コードについて、英語表記と
なるよう変更する。 
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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果 

15 事項登録業務（とん税等納付申告／ＴＰＣ）
の新設の方針 

第２回海上輸出入通関・海上物流等（合同）ＷＧ（2012.6.21）にお
いて提案した、プログラム変更要望に対する対応の一つとして、申請
業務のうち事項登録   業務の存在しない手続きについて、事項登録業
務・確認業務の追加を検討する。 
（基本仕様書 Ⅳ-５ 新規業務および機能拡充 １.プログラム変更要望
に基づく新規業務 （２） ） 
 
現状、事項登録業務が存在しない申請業務のうち、事項登録業務・確
認業務の追加を検討することとしている手続きは、以下のとおり。  
▶  本船・ふ中扱い承認申請（ＨＦＣ） 
▶  輸入マニフェスト通関申告（ＭＩＣ） 
▶  輸出マニフェスト通関申告（ＭＥＣ） 
▶  海上保税運送申告（ＯＬＣ）※１ 
▶  輸出自動車情報登録（ＭＯＡ）※２ 
▶  とん税等納付申告（ＴＰＣ）※3 

完了 
 
ＴＰＣ業務について、事項登録業務・確認業務を
追加するメリットが認められないことから、対応
はしないこととします。 

16 とん税等納付申告（ＴＰＣ）業務における 
チェック機能の追加 

第８回海上輸出入通関・海上物流等（合同）ＷＧ（2014.8.28）にお
いて提案した、プログラム変更要望対応の検討項目として、「とん税
等納付申告（ＴＰＣ）」業務におけるチェック機能の追加を検討する。 
 
＜要望内容＞ 
申請等を行わなければ、船舶運航者は申告者として認められないにも
関わらず、ＴＰＣ業務の船舶運航者の欄は必須入力になっていないた
め、事前申請を行わなくてもそのまま税関に対して送信できてしまう。 
 
船舶運航者コードを入力した際に「事前申請が必要である」旨のワー
ニング表示が出るようにするようにしてほしい。 
 
ＴＰＣ業務画面で事前申請の有無を入力できる欄を追加し、事前申請
をしていない状況で船舶運航者コードを入力した際にエラー表示が出
るようにしてほしい。 

完了 
 
ＴＰＣ業務における入力チェックを変更する。 
 
①入力項目に「特別納税義務者の有無」の入力欄
を追加する。 
「入力項目／0：無し 、1：有り 」 
 
②特別納税義務者である場合、船舶運航者の入力
を必須とする。 
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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果 

17 ＣＰＣ業務における船舶基本情報と 
純トン数との一致 

第8回海上輸出入通関・海上物流等（合同）ＷＧ（2014.8.28）におい
て提案した、プログラム変更要望対応の検討項目として、「不開港出入
許可申請（ＣＰＣ）」業務における船舶基本情報と純トン数とのチェッ
ク機能の追加を検討する。 
 
＜要望内容＞ 
①ＣＰＣ業務において、送信前に確認画面において入力内容を確認出来
るようにしてほしい。 
 
②純トン数と船舶ＤＢに相違がある場合は、エラー（送信しない）とし
てほしい。 

完了 
 
ＣＰＣ業務において、入力された純トン数が、「船舶基
本情報登録（ＶＢＸ）」業務等で登録された純トン数と
同一でない場合、エラーとするよう変更する。 
①については②の対応で要望が改善される。 

18 船舶コードのＩＭＯ番号への変更 船舶を特定するコードについて、現状の信号符字等による特定から、 
ＩＭＯ番号による特定を行うように見直しを行う。 

完了 
 
ＩＭＯ番号を主キーとすることとせず、現行同様に主
キーを信号符字等とする。 

19 1船舶あたりの運航情報件数の拡大 

現在運航情報については、船舶単位に一つのみ保持することができる。 
ただし、短期間で複数の航海を行う船にとっては、前航海が終わる前に
次の運航情報を登録しなくてはいけないが、システムではできない状態
となっている。 

完了 
 
運航情報を「船舶運航情報登録（ＶＴＸ０１）」業務に
て複数登録できるよう変更する。その際に、入力した航
海番号単位に運航情報が作成される。 
「入港前統一申請（ＶＰＸ）」、「入港届等（ＶＩ
Ｘ）」、「出港届等（ＶＯＸ）」業務を実行する場合は、
使用したい運航情報に登録した航海番号を入力する。 
航海番号については、システムで払い出すものではなく
運用にて使用しているものを登録する。 

20 

8．第11回ＷＧ（中間取りまとめ）の結果報告について 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

